
1 
 

一般社団法人日本脊椎脊髄病学会 

 平成30年度第1回 理事会 議事録  
  

【開 催 日 時】平成30年3月31日（土）12:47～16:00 

【開 催 場 所】パレスサイドビル9階 マイナビルーム9F－E 

【出席した理事】田口敏彦、岩﨑幹季、大川 淳、川上 守、島田洋一、竹下克志、種市 洋、德橋泰明、 

永島英樹、中村博亮、中村雅也、根尾昌志、波呂浩孝、前田 健、山崎正志 

【欠席した理事】山下 敏彦 

【出席した監事】加藤 文彦、松永 俊二 

 

【議事の経過の要領及びその結果】 

 田口 敏彦理事長は定款の定めにより議長となり、開会を宣言し、直ちに議事に入った。 

 

Ⅰ 審議・決議事項 

1. 財務委員会より：平成30年度予算案の件 

山崎理事が、平成30年度の予算案について、収支の各科目の割合や新規項目などを昨年の決算

と比較しつつ説明した。一同検討の結果、承認した。 

2. 頚椎症性脊髄症診察ガイドライン策定委員会・腰椎椎間板ヘルニア診療ガイドライン策定委員

会案の件 

日整会から依頼のあった診察ガイドライン策定について、山崎理事が、頚椎症性脊髄症診察ガイ

ドライン策定委員会案ならびに波呂理事が腰椎椎間板ヘルニア診療ガイドライン策定委員会案

について説明した。一同検討の結果、承認した。 

3. 会員審査（1～3月分） 

島田理事が、1～3 月の入退会希望者の審査結果を示し、決議を求めた。一同検討の結果、全員

を承認した。 

4. 大正富山AWARD選考委員会より：大正富山AWARD受賞者の件 

中村博亮理事が、今年度の受賞者を委員会で選考したとして、以下の 2 名について承認を求め

た。一同検討の結果、満場一致で承認した。 

基礎部門 

受賞者：北里大学北里研究所病院 高野盛登先生 

受賞論文：Enhanced functional recovery from spinal cord injury in aged mice 

after stem cell transplantation through HGF induction. Stem Cell Reports. 

2017; 8: 509-518. 

臨床部門 



2 
 

受賞者：日本赤十字社医療センター 大谷隼一先生 

受賞論文：Seasonal Variations in the Risk of Reoperation for Surgical Site Infection 

Following Elective Spinal Fusion Surgery : A Retrospective Study Using the Japanese 

Diagnosis Procedure Combination Database.Spine.2017; 42:1068-1079.                         

5. 名誉会員の推薦 

田口理事長が、各理事からの推薦が４名あったと報告した。一同検討の結果、以下の４名を評議

員会に推薦することとし、受諾確認を取ることになった。 

・ 吉田宗人先生（スミヤ角谷整形外科病院）  

・ 佐藤栄修先生（えにわ病院）  

・ 鷲見正敏先生（神戸労災病院）  

・ 白石 建先生（白石脊椎クリニック） 

6. 日本医学会総会の特別展示の件 

田口理事長が、医学会総会より特別展示の案内があったとして資料を提示した。一同検討の結

果、特別展示は行わないこととした。 

7. 学術集会プログラム等検討委員会より：学術集会予定今後5年間（2019-2023）の件 

徳橋副理事長が、学会で定めた全国8施設の2023年までの空き状況の資料を提示した。なお、

パシフィコ横浜については新たな会場が現会場付近に建設中で、2020 年からはその施設も稼働

することを考慮に入れての資料であるとの説明がなされたが、多くの施設がすでに他の行事で

押さえられてしまっていた。一同検討の結果、５年先までの学会長を決定して、会場確保を行う

ことが望ましいと判断した。以上より、定款等検討委員会が学術集会に関する規程の変更案を作

成し、完成し次第、理事会でメール審議の上の承認し、評議員会で説明することになった。 

8. 評議員会・会員総会の式次第・庶務報告 

大川理事が、評議員会・会員総会の議事次第と庶務報告を提示し、修正等ないか確認し、一同了

解した。 

9. プロジェクト委員会より：アドバイザー追加の件 

川上理事が、大阪市立大学臨床統計疫学講座の加葉田大志朗先生もアドバイザーとして委嘱し

たいと発言した。一同検討の結果承認した。 

10. データベース委員会より：OPLL患者レジストリーの構築について 

種市理事が、OPELL患者のレジストリー構築について、研究班体制や今後の予定を説明した。一

同検討の結果、研究体制や学会としての参画方法等を承認した。 

11. その他 評議員選考委員会より：推薦評議員の件 

田口理事長が、評議員が不在予定の福井県と島根県について中嶋秀明先生、河野通快先生がそれ

ぞれ推薦されたと報告した。一同検討の結果、承認した。 

 

Ⅱ 審議・報告事項 

1. 財務委員会より：平成29年度決算の件 
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山崎理事が、平成29年度の決算書について、収支の各科目の割合や新規項目などを説明し

た。 

2. 委員会報告資料確認 

大川理事が、評議員会資料となる委員会報告資料を提示した。 

3. データベース委員会より：① ACR・胸椎XLIFデータベース登録状況について 

② 頚椎人工椎間板データベースの進捗状況について 
種市理事が、①と②の進捗について登録実績のデータを示した。 

4.   その他 

・新技術評価検証委員会より：ＬＩＦの死亡例2例をうけて 

岩﨑理事が、OLIFでも2例の死亡例が起こったため、4月の委員会で検討を進める予定で

あり、OLIFにおいてもXLIF同様の添付文書の作成なども検討していくと報告した。 

・COI委員会より：次々期学術集会会長、平成30年度役員立候補候補者等に対する 

COI審議結果 

前田理事が、立候補のあった2022年学術集会会長および次期役員、また新技術WG

の新メンバーのCOI審査を行い、特に問題はなかったと報告した。 

・新技術評価検証委員会より：LIFの継続調査について 

岩﨑理事と中村雅也理事が、LIFの調査は３年目を迎えたが、今後も継続すべきか

と問いかけた。ただ、上記の死亡例などもあり、また合併症の報告もかなりあるた

め意義はあると意見を述べた。まずは、委員会内で今回の調査結果の集計等を進め、

理事会ではその結果を受けて後日再検討することになった。 

・国際委員会より：  

中村雅也理事が、Spine Week 2020 の担当者からその学術集会の宣伝依頼があったと報告し

た。委員会内で検討を進めることになった。 

以上 

 

平成30年3月31日 

一般社団法人日本脊椎脊髄病学会 

   議長 理 事 長  田口敏彦 

監  事  加藤文彦  

監  事   松永俊二 

 


